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道 標 豊かな学びを支える集団づくり
学校は，「学級集団」の中で，知識や技能の獲得を目

的とする教科学習の場であると同時に，学級生活を通し
て人間形成を担う共同体という性格を担っている。この
機能を相対的に関連させ，子どもたちの学びをより豊か
にし，児童生徒の能力の伸長を図るために，安全に，そ
して安心して生活できる集団づくりと，満足度の高い良
好な学級集団を形成することが何よりも大切である。

しかしながら，本県の平成２７年度「児童生徒の問題
行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」による不登
校児童生徒数は，小・中・高等学校を合わせると約 8 千
名にのぼる。集団生活における様々な課題が存在すると，
学級集団がうまく機能せずに豊かな学びにつなげること
は難しいといえるだろう。

こうした状況のもとで，現在，次期学習指導要領の改

訂に向けた検討が大詰めを迎えている。そこでは，「主
体的・対話的で深い学び」の実現が，改訂の方向として
示され，教育関係者の注目を集めている。

子どもたちが見通しを持って粘り強く取り組み，自ら
の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」
を通して，問題発見・解決に向けた「深い学び」を実現
していくためには，その基盤としての「学びの環境づくり」
が不可欠であろう。そして，子どもたちにとっての学び
の環境とは，自分たちの通う学校であり，教員や友人関
係であり，学級である。

そこで本号では，学級集団を土台として，児童生徒一
人一人が安心感や充実感を持って生活し、資質能力を伸
ばしていくことができる「豊かな学びを支える集団づく
り」について考えていきたい。
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